
話
題
を
追
う

水
　

素
　

編

水
素
社
会
に
貢
献
す
る
溶
接

新
技
術
や
素
材
が
誕
生
す
る
契
機
に

も
の
づ
く
り
レ
ポ
ー
ト

高度成長から持続可能な成長を支えるものづくりに
液化水素タンク製造で自動溶接を活用

ト
ー
ヨ
ー
カ
ネ
ツ（
東
京
・
江
東
区
）
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自
動
溶
接
を
活
用
し
、
作
業
効
率
化
を
図
る

国
内
外
で
５
７
０
０
基
以
上
の
タ
ン
ク
を
納
入
し
て
い
る

　
ト
―
ヨ
ー
カ
ネ
ツ
（
東
京
・
江
東
区
、
大
和
田
能
史
社
長
）
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

事
業
「
液
化
水
素
貯
槽
の
大
型
化
に
関
す
る
研
究
開
発
」
に
参
画
し
、
長
年
の

タ
ン
ク
の
製
造
で
培
わ
れ
た
溶
接
技
術
や
知
見
を
活
か
し
な
が
ら
、
２
０
３
０

年
頃
ま
で
に
水
素
発
電
用
の
５
万
立
方
㍍
級
大
型
液
化
水
素
貯
蔵
タ
ン
ク
の
実

用
化
を
目
指
し
て
開
発
を
進
め
る
。
大
型
液
化
水
素
貯
蔵
タ
ン
ク
の
実
機
や
ベ

ン
チ
ス
ケ
ー
ル
タ
ン
ク
の
製
作
で
は
こ
れ
ま
で
の
タ
ン
ク
の
製
造
で
培
わ
れ
た

テ
ィ
グ
溶
接
や
マ
グ
溶
接
の
自
動
化
技
術
、
さ
ら
に
は
遠
隔
溶
接
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
技
能
者
不
足
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
省
力
化
技
術
の
活
用
を
計
画
し
て

い
る
。
戦
後
、
溶
接
を
コ
ア
技
術
に
大
型
タ
ン
ク
を
数
多
く
製
造
し
、
日
本
の

高
度
成
長
と
と
も
に
世
界
的
な
タ
ン
ク
メ
ー
カ
ー
に
発
展
し
た
同
社
は
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
タ
ン
ク
の
製
造
に
自
動
・
省
力
化
技
術
も
生
か
し
な
が
ら

「
持
続
可
能
な
成
長
」を
支
え
る
も
の
づ
く
り
企
業
へ
と
変
革
を
遂
げ
て
い
る
。

遠
隔
溶
接
シ
ス
テ
ム

大
型
の
商
用
車
で
も
水
素
を
活
用
す
る
動
き
が
拡
大

　
１
９
４
１
年
創
業
（
当

時
は
東
洋
加
熱
工
業
）
の

ト
ー
ヨ
ー
カ
ネ
ツ
（
東
京

・
江
東
区
）
は

年
、
プ

ラ
ン
ト
向
け
の
溶
接
タ
ン

ク
の
製
造
を
開
始
し
た
。

現
在
ま
で
に
国
内
外
で
５

７
０
０
基
以
上
の
タ
ン
ク

を
納
入
し
て
お
り
、
Ｌ
Ｎ

Ｇ
タ
ン
ク
と
い
っ
た
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵

タ
ン
ク
の
製
造
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
お
い
て
も
業
界

屈
指
の
実
績
を
誇
る
。

　
近
年
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
切
り
札
と
し
て

注
目
度
が
高
い
水
素
の
貯

蔵
タ
ン
ク
に
関
し
て
も
早

く
か
ら
研
究
に
着
手
し
て

お
り
、
大
容
量
の
貯
槽
に

対
応
で
き
る
平
底
円
筒
形

の
液
化
水
素
貯
蔵
タ
ン
ク

の
開
発
を
２
０
０
４
年
に

東
京
工
業
大
学
と
の
共
同

研
究
か
ら
構
想
を
開
始
。


年
に
概
念
設
計
、

年

に
真
空
断
熱
構
造
の
詳
細

設
計
ま
で
終
了
し
た
。

　
そ
の
後
、

年
よ
り
、

実
機
建
設
に
向
け
た
課
題

解
決
の
た
め
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

事
業
に
参
画
し
、
「
溶
接

技
術
の
確
立
」
、
「
真
空

排
気
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」、

「
内
部
底
部
へ
の
入
念
量

算
定
手
法
の
確
立
」
な
ど

要
素
技
術
の
シ
ス
テ
ム
の

研
究
を
推
進
。

　
今
年
７
月
、
岩
谷
産
業

と
共
同
で
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
事

業
「
競
争
的
な
水
素
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
向

け
た
技
術
開
発
事
業
／
大

規
模
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
構
築
に
係
る
技
術

開
発
」
の
公
募
に
、
「
液

化
水
素
貯
槽
の
大
型
化
に

関
す
る
研
究
開
発
」
の
テ

ー
マ
で
応
募
し
、
助
成
金

の
交
付
決
定
を
受
け
た
。

　
今
回
の
共
同
研
究
開
発

事
業
で
は
、
水
素
発
電
用

の
５
万
立
方
㍍
級
大
型
液

化
水
素
貯
蔵
タ
ン
ク
の
実

用
化
に
向
け
、
過
去
に
実

施
し
て
き
た
要
素
技
術
の

シ
ス
テ
ム
化
に
よ
る
性
能

確
認
を
行
う
た
め
、
ベ
ン

チ
ス
ケ
ー
ル
タ
ン
ク
を
製

作
の
上
で
シ
ス
テ
ム
実
証

実
験
を
行
い
、
将
来
の
実

機
に
向
け
て
技
術
課
題
を

抽
出
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
５
万
立

方
㍍
級
大
型
液
化
貯
槽
の

実
用
化
を
念
頭
に
実
機
の

約

分
１
（
高
さ
約
６
、

直
径
約
４
㍍
）
の
サ
イ
ズ

と
な
る
ベ
ン
チ
ス
ケ
ー
ル

タ
ン
ク
を
設
計
・
建
設
。

実
機
に
向
け
た
溶
接
施
工

法
、
建
設
方
法
、
検
査
方

法
、
真
空
排
気
方
法
を
検

証
し
、
タ
ン
ク
に
液
化
水

素
を
貯
め
て
、冷
却
方
法
、

断
熱
性
能
な
ど
の
確
認
を


年
度
ま
で
に
行
う
。

　
ベ
ン
チ
ス
ケ
ー
ル
の
液

化
水
素
貯
蔵
タ
ン
ク
製
作

に
お
け
る
溶
接
で
は
内
槽

に
耐
水
素
ぜ
い
性
や
極
低

温
の
環
境
下
で
優
れ
た
特

性
を
持
つ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
１
６

Ｌ
を
使
用
し
、
自
動
テ
ィ

グ
溶
接
を
主
要
な
溶
接
方

法
と
し
て
適
用
す
る
。
一

方
で
自
動
溶
接
装
置
に
よ

る
溶
接
が

困
難
な
狭

あ
い
箇
所

な
ど
は
溶

接
士
が
溶

接
を
行
う

予
定
だ
。

　
ベ
ン
チ

ス
ケ
ー
ル

タ
ン
ク
の

内
槽
は
液

化
水
素
が

一
般
的
な

Ｌ
Ｎ
Ｇ
と

比
較
す
る

と
質
量
が

約
６
分
の

１
と
軽

く
、
内
圧

真
空
圧
な

ど
タ
ン
ク

に
か
か
る

圧
力
が
約

０
・

メ

ガ
パ
ス
カ

ル
と
強
力

で
は
な
い

こ
と
か
ら

大
型
の
構

造
物
と
し

て
は
比
較

的
薄
い
肉
厚
と
な
る
９
㍉

程
度
を
想
定
し
て
い
る

　
一
方
で
外
槽
に
は
外
圧

が
作
用
す
る
た
め
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
炭
素
鋼
を
使

用
。
炭
素
鋼
の
溶
接
に
は

マ
グ
溶
接
を
主
に
適
用
し

て
、
自
動
化
技
術
を
活
用

す
る
構
想
だ
。

　
同
社
の
自
動
マ
グ
溶
接

技
術
は
タ
ン
ク
の
補
修
現

場
に
お
い
て
溶
接
士
不
足

問
題
を
解
決
す
る
た
め
既

に
導
入
さ
れ
て

お
り
、
補
修
に

加
え
て
、
溶
接

工
程
の
作
業
量

が
多
い
タ
ン
ク

の
新
設
で
も
生

産
性
向
上
や
品

質
の
標
準
化
に

貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ

る
。

　
ま
た
同
社
で

は
テ
ィ
グ
溶
接

な
ど
で
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
が
溶
接

す
る
部
分
を
カ

メ
ラ
で
撮
影
し

た
映
像
を
操
作

用
の
装
置
で
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し

な
が
ら
遠
隔
で

溶
接
条
件
の
設

定
や
溶
接
ト
ー

チ
を
操
作
し
溶

接
で
き
る
「
遠

隔
溶
接
シ
ス
テ

ム
」
を
開
発
。

今
後
は
、
液
化

水
素
貯
蔵
用
を

含
め
た
多
く
の

タ
ン
ク
の
製
造

に「
遠
隔
溶
接
シ
ス
テ
ム
」

を
活
用
し
て
い
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

　
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
室
の
技
術
開
発
グ
ル
ー

プ
で
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
溶
接
技
術
な
ど
を
統

括
す
る
京
野
成
利
氏
は

「
溶
接
の
自
動
・
省
力
化

や
遠
隔
化
の
推
進
は
も
ち

ろ
ん
、
溶
接
品
質
の
安
定

や
向
上
な
ど
ク
オ
リ
テ
ィ

を
担
保
す
る
た
め
の
取
り

組
み
の
一
環
で
は
あ
る

が
、
製
作
に
携
わ
る
社
員

の
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と

で
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
整
備
を
目
的
と
し
た
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
部
分
も
大
き
い
」

と
す
る
。

　
そ
の
上
で
「
多
く
の
製

造
や
工
事
の
現
場
で
課
題

と
な
っ
て
い
る
技
能
者
不

足
も
当
社
に
と
っ
て
も
避

け
ら
れ
な
い
問
題
の
一
つ

だ
。
溶
接
の
遠
隔
化
に
よ

り
、
３
Ｋ
な
ど
従
来
の
溶

接
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
を
払
拭
し
、
リ
ク
ル

ー
ト
や
人
材
定
着
に
繋
げ

る
と
と
も
に
、
溶
接
士
や

技
術
者
と
し
て
活
躍
す
る

人
材
の
幅
を
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
京
野
氏
は
抱
負

を
述
べ
た
。

　
ベ
ン
チ
ス
ケ
ー

ル
タ
ン
ク
の
製
作

お
よ
び
実
機
サ
イ

ズ
の
実
用
化
に
向

け
て
は
溶
接
に
加

え
て
、
真
空
排
気

方
法
な
ど
検
証
す

べ
き
様
々
な
課
題

が
あ
る
が
、
工
務

・
生
産
技
術
グ
ル

ー
プ
参
事
の
村
松

晃
次
氏
（
千
葉
事

業
所
）
は
「
当
社

で
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ン

ク
な
ど
の
極
低
温

タ
ン
ク
を

年
以
上
前
か

ら
製
造
し
て
き
た
実
績
が

あ
り
、
加
工
、
組
立
て
、

溶
接
と
い
っ
た
施
工
に
関

し
て
は
、
今
ま
で
に
培
わ

れ
て
き
た
技
術
や
技
能
が

応
用
で
き
る
。
何
よ
り
、

タ
ン
ク
の
製
造
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
な
ど
に
携
わ
っ
て

き
た
、
も
の
づ
く
り
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
社
内
に

多
数
在
籍
し
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
強
み
に
な
る
」

と
力
強
く
語
る
。

　
同
社
で
は
現
在
、
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
事
業
で
あ
る
大
型
液

化
水
素
貯
蔵
タ
ン
ク
の
実

用
化
に
加
え
て
、
既
に
技

術
検
討
が
完
了
し
た
液
化

Ｃ
Ｏ
２
貯
蔵
タ
ン
ク
や
海

外
で
納
入
実
績
の
あ
る
化

学
肥
料
ア
ン
モ
ニ
ア
用
の

技
術
が
応
用
で
き
る
燃
料

ア
ン
モ
ニ
ア
の
貯
蔵
タ
ン

ク
な
ど
タ
ン
ク
製
造
を
通

し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
実
現
へ
の
貢

献
を
目
指
す
事
業
展
開
に

も
注
力
。
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
向
け
貯
蔵
タ
ン
ク
関

連
事
業
が
今
年
４
月
に
は

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

室
と
Ｇ
Ｘ
推
進
室
と
し
て

社
長
直
轄
の
組
織
と
な
る

な
ど
取
り
組
み
の
強
化
を

進
め
て
い
る
。

　
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
室
室
長
（
執
行
役
員
）

の
三
田
俊
幸
氏
は
「
液
化

Ｃ
Ｏ
２
貯
蔵
タ
ン
ク
に
関

し
て
は
昨
年
に
は
技
術
検

討
が
完
了
済
み
で
納
入
ま

で
に
対
応
で
き
る
技
術
が

あ
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｓ
お
よ
び
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
事
業
に
関
わ
る
企

業
や
団
体
の
動
き
な
ど
社

会
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら

に
な
る
が
、
数
年
以
内
に

具
体
的
な
受
注
を
受
け
て

実
機
タ
ン
ク
を
製
作
し
て

い
る
状
態
が
目
標
と
な

る
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
上
で
、
「
当
社
は

戦
後
、
溶
接
技
術
を
中
核

と
し
て
、
大
型
の
石
油
・

ガ
ス
貯
蔵
タ
ン
ク
な
ど
の

製
造
し
て
い
く
こ
と
で
国

内
の
高
度
成
長
と
と
も
に

発
展
し
、
社
会
と
時
代
の

変
革
に
合
致
し
た
も
の
づ

く
り
を
世
界
で
展
開
で
き

る
企
業
と
な
っ
た
。
今
後

は
長
年
培
っ
て
き
た
溶
接

を
は
じ
め
と
す
る
も
の
づ

く
り
の
技
術
を
生
か
し

て
、
液
化
水
素
お
よ
び
燃

料
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
用
の
大

型
貯
蔵
タ
ン
ク
や
Ｃ
Ｃ
Ｓ

と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
事
業
で
活
用

で
き
る
液
化
Ｃ
Ｏ
２
貯
蔵

タ
ン
ク
な
ど
の
次
世
代
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ
る
事
業

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、

今
の
社
会
に
お
い
て
大
き

な
潮
流
で
あ
る
『
持
続
可

能
な
成
長
』
を
支
え
て
い

き
た
い
」
と
三
田
氏
は
抱

負
を
語
っ
た
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
社
会
の
実
現
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
な
ど
に
向
け
て
あ
ら
ゆ

る
産
業
や
経
済
活
躍
に
環

境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み

へ
の
要
求
が
高
ま
る
な

か
、
燃
焼
時
に
Ｃ
Ｏ
２
は

発
生
し
な
い
水
素
は
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
本
命

と
し
て
国
内
外
で
利
活
用

を
目
指
す
動
き
が
活
発
化

す
る
。
日
本
で
は
今
年
６

月
、
「
水
素
基
本
戦
略
」

の
が
改
定
さ
れ
、
新
た
に

国
内
の
水
素
製
造
と
海
外

か
ら
の
水
素
の
購
入
を
合

わ
せ
て
２
０
４
０
年
ま
で

に
年
間
１
２
０
０
万
㌧
に

拡
大
す
る
と
い
う
目
標
を

新
た
に
設
定
。
加
え
て
、

官
民
合
わ
せ
て
水
素
・
ア

ン
モ
ニ
ア
の
大
規
模
か
つ

安
定
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
構
築
な
ど
に
向
け

て
、
今
後

年
の
間
に
官

民
で

兆
円
の
投
資
を
行

う
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
る
な

ど
水
素
社
会
の
実
現
を
目

指
す
動
き
が
加
速
し
て
い

る
。

　
溶
接
・
溶
断
の
現
場
で

は
既
に
鋼
材
の
切
断
に
使

用
す
る
混
合
ガ
ス
の
一
部

と
し
て
水
素
が
使
用
さ
れ

る
な
ど
、
製
品
化
も
進
ん

で
お
り
、
昨
年
に
は
岩
谷

産
業
が
コ
ー
タ
キ
精
機
と

共
同
で
水
素
ガ
ス
１
０
０

％
の
切
断
機
を
開
発
し
、

発
売
す
る
な
ど
も
の
づ
く

り
の
現
場
で
も
水
素
が
近

年
益
々
存
在
感
を
増
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
水
素
社
会
の
実

現
に
向
け
て
溶
接
事
業
所

に
よ
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
関
連
す
る
構
造
物

に
適
用
す
る
溶
接
技
術
の

研
究
開
発
も
進
む
。
独
自

の
自
動
溶
接
機
開
発
や
安

定
し
た
自
動
溶
接
施
工
法

の
確
立
に
加
え
て
、
ナ
カ

テ
ッ
ク
で
は
グ
ル
ー
プ
会

社
と
連
携
し
、
溶
接
士
の

テ
ィ
グ
溶
接
に
よ
っ
て
水

素
用
配
管
の
溶
接
施
工
法

を
開
発
す
る
な
ど
、
溶
接

事
業
所
も
水
素
社
会
に
貢

献
す
る
べ
く
、
新
た
な
溶

接
技
術
を
生
み
だ
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
分

野
で
は
近
年
、
水
素
燃
料

電
池
（
Ｆ
Ｃ
）
自
動
車
を

中
心
に
動
力
源
と
し
て
の

実
用
化
が
進
展
。
バ
ス
や

Ｆ
Ｃ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
大
型

の
商
用
車
に
つ
い
て
も
導

入
す
る
動
き
が
拡
大
中

だ
。
自
動
車
以
外
で
も
２

０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博

で
の
旅
客
運
行
が
予
定
さ

れ
る
Ｆ
Ｃ
船
舶
や
ド
ロ
ー

ン
な
ど
動
力
と
す
る
モ
ビ

リ
テ
ィ
が
次
々
と
誕
生
し

て
い
る
。

　
発
電
分
野
で
は
ク
リ
ー

ン
で
安
定
的
な
電
力
の
供

給
源
と
し
て
水
素
を
活
用

す
る
動
き
も
あ
り
、
経
済

産
業
省
策
定
の
「
水
素
・

燃
料
電
池
戦
略
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
に
よ
る
と
、
発
電

事
業
用
水
素
発
電
の
本
格

導
入
開
始
は

年
頃
と
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
か
、
ト
ー

ヨ
カ
ネ
ツ
が
タ
ン
ク
の
製

造
で
培
わ
れ
た
技
術
と
技

能
を
活
躍
し
、
発
電
用
の

水
素
を
多
く
貯
蔵
で
き
る

大
型
液
化
水
素
貯
槽
タ
ン

ク
の
実
用
化
に
向
け
た
研

究
開
発
に
取
り
組
む
な
ど

発
電
に
お
け
る
水
素
利
用

の
分
野
で
も
溶
接
を
は
じ

め
と
す
る
も
の
づ
く
り
技

術
が
活
躍
す
る
。

　
ま
た
、
水
素
供
給
用
の

配
管
な
ど
で
溶
接
を
適
用

す
る
部
分
も
多
く
日
本
製

鉄
が
開
発
し
た
溶
接
用
鋼

管
「
Ｈ
Ｒ
Ｘ

」
は
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

高
圧
の
圧
縮
水
素
（
約


Ｍ
ｐ
ａ
）
に
耐
え
る
引
っ

張
り
強
度
と
耐
水
素
ぜ
い

性
を
兼
ね
備
え
、
か
つ
溶

接
施
工
も
対
応
可
能
な
鋼

材
と
し
て
国
内
に
あ
る
多

数
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
圧
縮
水
素
と
比
較
し
、

体
積
が
約
８
０
０
分
の
１

で
よ
り
大
容
量
で
運
搬
・

貯
蔵
で
き
る
液
化
水
素
の

活
用
に
対
す
る
関
心
は
高

く
、
産
業
ガ
ス
関
連
企
業

や
輸
送
機
器
メ
ー
カ
ー
を

含
め
て
、
普
及
と
商
用
化

に
向
け
た
技
術
開
発
が
活

発
化
。
液
化
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
建
設
に
向
け
た

検
討
も
産
官
で
進
む
な

か
、
日
本
製
鉄
は
新
た
に

低
温
靱
性
と
耐
水
素
ぜ
い

性
を
両
立
す
る
液
化
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
利
用

を
想
定
し
た
ス
テ
レ
ン
ス

鋼
「
Ｈ
Ｙ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｉ

Ｄ
」
を
開
発
。

　
「
Ｈ
Ｙ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｉ

Ｄ
」
で
は
セ
氏
マ
イ
ナ
ス

２
５
３
度
と
超
低
温
に
な

る
液
化
水
素
の
性
質
に
対

応
す
る
た
め
、
「
Ｘ
Ｍ
―


」
（
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
規
格
）

の
成
分
範
囲
の
中
で
バ
ナ

ジ
ウ
ム
と
ニ
オ
ブ
の
含
有

量
を
低
減
す
る
と
と
も
に

熱
処
理
を
最
適
化
す
る
こ

と
で
液
体
水
素
用
の
鋼
材

と
し
て
必
要
な
低
温
靭
性

を
強
化
し
、
な
お
か
つ
耐

水
素
ぜ
い
性
と
強
度
も
必

要
レ
ベ
ル
を
実
現
し
た
。

　
水
素
関
連
の
構
造
物
で

溶
接
技
術
や
新
素
材
の
開

発
が
進
ん
で
い
る
よ
う

に
、
水
素
社
会
の
実
現
に

は
「
つ
く
る
・
は
こ
ぶ
、

つ
か
う
」
た
め
に
は
設
備

や
製
品
の
生
産
と
工
事
な

ど
が
欠
か
せ
な
い
た
め
、

溶
接
を
は
じ
め
と
す
る
も

の
づ
く
り
技
術
が
生
き
る

分
野
で
あ
る
と
同
時
に
新

た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

誕
生
す
る
契
機
と
な
っ
て

い
る
側
面
も
あ
る
。


